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第 231 号（１）　平成 23 年 　３月 15 日

平
成
22
・
23
年
度

総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

４
町
内
会
、
新
組
長
会
開
催

香
川
地
区
、
高
南
一
周
駅
伝
競
争
大
会
に
新
た
な
歴
史

小
学
生
の
部
で
初
優
勝
！

スタート
　中　継
ゴール

　

１
月
10
日
、
高
南
駅
伝
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
３
連
覇
の
か
か
っ
た
香

川
男
子
チ
ー
ム
は
宿
敵
、
松
林
チ
ー
ム

と
最
後
ま
で
見
応
え
あ
る
駅
伝
を
展
開

し
、
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
見
事
準
優

勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

男
子
チ
ー
ム
の
３
連
覇
は
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
年
は
小
学
生
チ
ー
ム

が
が
ん
ば
っ
て

初
の
優
勝
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

香
川
チ
ー
ム

は
昨
年
の
11
月

か
ら
合
計
８
回

の
練
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

駅
伝
の
開
催

や
練
習
会
の
案
内
は
、
町
内
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
愛
好
者
の
口
コ
ミ
で
宣
伝
を
し
ま

し
た
。
香
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
も
協

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
マ
ラ
ソ
ン
ブ
ー
ム
も
あ
っ
て

小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
大
好

き
人
間
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
毎
回

の
練
習
会
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

練
習
会
で
は
小
学
生
駅
伝
コ
ー
ス
と

ほ
ぼ
同
じ
距
離
を
同
時
ス
タ
ー
ト
で
走

り
ま
す
。
時
間
に
す
る
と
12
～
15
分
で

す
が
、
み
ん
な
が
一
緒
に
走
る
こ
と
で

競
争
心
や
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
ゴ
ー
ル

し
た
後
の
充
実
感
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
辛
か
っ
た
練
習
会
も
く

じ
け
ず
良
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
小
学

２
年
生
や
３
年
生
の
子
供
た
ち
も
参
加

し
、
将
来
の
香
川
チ
ー
ム
が
非
常
に
楽

し
み
で
す
。
今
回
小
学
生
の
成
績
で
は

２
名
の
方
が
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

次
回
の
高
南
駅
伝
も
11
月
よ
り
同
様

の
練
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
走
力

に
応
じ
た
チ
ー
ム
編
成
を
し
ま
す
の
で

最
近
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
方
も
大
歓
迎

で
す
。
是
非
一
緒
に
走
り
ま
し
ょ
う
。

（
記　

香
川
走
友
会
事
務
局　

尾
上
）

 優　勝　　　54分 21秒

　　　　区間時間　　選手名　
第 1 区　 10’ 29”　狩野　宝輝

□ ２区   ●11’ 08”     天野　　萌

　 ３区　 10’ 52”　山口　裕之

□ ４区   ●11’ 13”     門澤　みなみ

　 ５区　 10’ 39”　西村　直也

□印は女子区間 ●印は区間賞獲得

小
学
生
の
部　

香
川
Ａ

マラソン練習風景

優勝おめでとう（参加14チーム）

　

平
成
23
年
２
月
26
・
27
日
の
土
・
日

の
２
日
間
、
各
町
内
会
ご
と
に
４
月
か

ら
の
新
年
度
に
備
え
て
、
新
し
い
組
長

さ
ん
を
対
象
に
し
た
組
長
会
が
、
香
川

自
治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
組
長
会
で
は
、
所
属
す
る
町
内
会

の
中
で
輪
番
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
新
組

長
さ
ん
が
、
お
仕
事
の
確
認
と
共
に
、

組
長
さ
ん
の
代
表
と
な
っ
て
自
治
会
の

議
決
機
関
で
あ
る
総
代
会
に
出
席
す
る

代
議
員
さ
ん
を
互
選
し
ま
し
た
。

　

尚
、
こ
の
組
長
会
の
冒
頭
に
、
４
月

よ
り
市
の
資
源
物
回
収
方
法
が
変
更
に

な
る
こ
と
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
組
長
さ
ん
の
お
仕
事
（
要
約
）

①
組
長
札
の
掲
示

②
自
治
会
へ
の
入
会
・
退
会
の
届
出

　

所
定
の
届
出
用
紙
を
使
用

③
連
絡
書
類
の
回
覧
お
よ
び
配
布

　

配
布
物
は
、
か
な
ら
ず
個
別
に
配
布

④
街
路
灯
の
点
検
管
理

　

点
灯
不
良
を
左
記
に
連
絡

山
田
電
気
商
会　

tel　

52-

０
２
０
５

⑤
自
治
会
費
等
の
集
金

　

月
額
300
円
を
年
一
回
な
い
し
二
回
に

　

分
け
て
集
金
し
、
地
区
会
計
に
提
出

⑥
訃
報
の
連
絡

　

所
定
の
連
絡
用
紙
を
使
用

⑦
未
加
入
世
帯
に
対
す
る
自
治
会
加
入

　

の
促
進

⑧
防
災
訓
練
へ
の
参
加

　

不
測
時
に
組
リ
ー
ダ
の
役
割
を
分
担

⑨
そ
の
他

　

各
種
町
内
会
活
動
へ
の
支
援
と
協
力

　

来
年
３
月
ま
で
の
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
総
代
会
は
、
4
月
の
統
一
地

方
選
に
会
議
室
が
使
用
さ
れ
る
た
め
、

平
日
の
夜
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
22
年
度
総
代
会

日
程　

平
成
23
年
４
月
26
日
（
火
）

議
題　

事
業
報
告
・

　
　
　

事
業
費
決
算
報
告
の
審
議　

他

■
平
成
23
年
度
総
代
会

日
程　

平
成
23
年
４
月
27
日
（
水
）

議
題　

事
業
計
画
・

　
　
　

事
業
費
予
算
計
画
の
審
議　

他
　

平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
４
月
～
23

年
３
月
）
の
香
川
自
治
会
の
活
動
は
、

平
成
22
年
４
月
に
行
わ
れ
た
「
総
代

会
」
で
承
認
さ
れ
た
活
動
計
画
に
沿
っ

て
進
め
、
計
画
通
り
の
進
捗
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
特
に
行
政
に
関
わ
る
案

件
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

①
平
成
21
年
～
22
年
度
に
市
へ
要
望
し

た
路
面
排
水
整
備
（
４
件
）
に
つ
い
て

・
改
修
２
件
、
現
地
調
査
後
検
討
２
件

の
回
答
（
６
月
）

②
駅
前
通
り
の
危
険
箇
所
改
善
を
市
へ

要
望

・
速
度
抑
制
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
狭
窄

路
面
標
示
な
ど
を
実
施
す
る
と
の
回
答

（
７
月
）

③
以
前
よ
り
市
及
び
Ｊ
Ｒ
へ
要
望
し
て

い
た
、
香
川
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根
延
長
と

ス
ロ
ー
プ
改
修

・
平
成
23
年
１
月
中
の
着
工
予
定
の
回

答
（
６
月
）

　

香
川
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根
延
長
工
事
は
、

平
成
23
年
１
月
か
ら
始
ま

り
、
当
初
の
計
画
で
は
３

月
中
旬
に
は
完
成
す
る
予

定
で
し
た
が
、
着
工
が
遅

れ
た
た
め
、
今
の
予
定
で

は
３
月
一
杯
か
か
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

な
お
、
駅
南
側
の
段
差

を
ス
ロ
ー
プ
化
し
、
車
い

す
で
の
通
行
を
容
易
に
す

る
改
修
に
つ
い
て
も
、
屋

根
の
延
長
工
事
と
共
に
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

④
香
川
地
域
へ
の
公
園
の
設
置
要
請

・
地
主
の
新
倉
さ
ん
の
ご
好
意
で
、
第

二
町
内
会
の
第
２
、
第
３
青
少
年
広
場

を
市
が
整
備
し
て
、
借
り
上
げ
公
園
と

な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
10
月
）

⑤
防
犯
灯
10
灯
の
新
設
を
申
請

・
防
犯
灯
の
新
設
８
灯
、
移
設
１
灯
の

回
答
、
実
施

　

10
灯
の
申
請
に
対
し
、
１
灯
だ
け
設

置
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
営
住
宅

の
照
明
が
要
望
場
所
に
影
響
し
た
た
め

で
す
。
た
だ
し
、
要
望
場
所
の
両
隣
の

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り
替
え
る
の

で
、
現
在
よ
り
は
明
る
く
な
り
ま
す
。

　

香
川
自
治
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
明

る
く
住
み
良
い
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
総
務
部
会
長　

水
上　

尚
）

＊
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
寿
命
は
長
く
、
蛍
光
灯
の

約
４
倍
、
白
熱
灯
の
約
40
倍
に
相
当
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
命
に
よ
り
、
交
換
の
手
間
が
軽

減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
高
効
率
で
消
費

電
力
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
CO2
排
出

量
を
低
減
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
上
に
、

維
持
コ
ス
ト
を
節
減
で
き
る
次
世
代
の

照
明
と
し
て
注
目
さ
れ
、
公
共
の
照
明

の
み
な
ら
ず
家
庭
用
の
電
球
タ
イ
プ
の

製
品
も
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
は
、
国
の
補
助
金
の
交
付

を
受
け
、
市
所
有
の
防
犯
灯
を
、
蛍
光

灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
変
更
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
省
エ
ネ
化
を
図
り
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
効
果
的
な
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

香
川
地
区
で

は
大
山
街
道
お

よ
び
香
川
駅
前

通
り
、
香
川
小

学
校
通
り
な
ど

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

ＬＥＤ型の照明灯

分別方法を説明する環境部会員
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第
一
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

　

昨
年
は
異
常
気
象
と
か
極
暑
の
夏
、

そ
し
て
今
年
は
極
寒
の
冬
。
米
ど
こ
ろ

の
新
潟
魚
沼
で
は
、
１
９
８
１
年
以
来

３
０
年
ぶ
り
に
積
雪
が
４
メ
ー
ト
ル
を

超
え
た
と
か
で
、
日
々
の
生
活
に
も
苦

労
さ
れ
た
様
子
が
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

香
川
自
治
会
会
員
の
み
な
さ
ま
は
如

何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

第
一
町
内
会
は
、
平
成
23
年
度
の
新

組
長
さ
ん
が
決
ま
り
、
２
月
に
は
新
組

長
さ
ん
を
対
象
に
組
長
会
会
議
も
行
わ

れ
引
継
ぎ
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
組
長
さ
ん
は
も
う
少
し
、
役
員
さ
ん

は
来
期
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

四
月
よ
り
名
称
が
変
わ
る
部
会
が
あ

り
、
又
、
長
年
課
題
と
な
っ
て
い
た
、

切
迫
す
る
地
震
に
対
す
る
取
り
組
み
を

本
格
化
す
る
べ
く
、
自
治
会
に
防
災
を

担
当
す
る
部
会
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
づ
つ
で
す
が　

我
々
の
自
治
会

も
良
い
ほ
う
に
変
っ
て
行
く
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
桜
が
咲
き
、
香
川
小
学
校

に
も
ラ
ン
ド
セ
ル
の
ほ
う
が
大
き
い
新

一
年
生
が
近
く
を
行
き
来
す
る
季
節
と

な
り
ま
す
。

　

四
月
に
は
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、

世
の
中
あ
わ
た
だ
し
く
ど
ん
ど
ん
変
化

し
て
い
き
ま
す
が
、
香
川
自
治
会
、
町

内
会
、
そ
し
て
向
こ
う
三
軒
両
隣
で
絆

を
強
め
、
笑
顔
で
挨
拶
を
交
わ
し
な

が
ら
４
月
か
ら

の
新
年
度
も
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　
（
小
川
）

　

平
成
22
年
度
の
活
動
も
３
月
で
終
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
組
長
さ
ん

に
は
１
年
の
任
期
で
町
内
の
活
動
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
役

員
の
皆
様
に
は
後
１
年
、
新
組
長
さ
ん

と
共
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
の
新
組
長
会
議
を
２
月

26
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
香
川
自
治

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
組
長
数
が
多
い
た
め
、
午

前
と
午
後
に
分
け
て
会
議
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
又
会
議
を
一
度
に
済
ま
せ
る

に
は
香
川
公
民
館
の
大
講
義
室
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
自
治
会
館

が
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
て
第
１
会
議
室
が

広
く
な
り
、
一
度
で
済
ま
せ
る
の
で
役

員
一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

第
二
町
内
の
「
ゆ
う
ゆ
う
公
園
」
に

は
背
も
た
れ
の
な
い
ベ
ン
チ
が
二
つ
あ

り
ま
す
が
、
自
治
会
長
の
山
本
さ
ん
が

高
齢
者
の
方
が
座
る
に
は
、
背
も
た
れ

が
あ
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
？
と
、
市

の
公
園
課
に
要
望
を
出
し
た
結
果
、
３

月
を
待
た
ず
に
、
１
台
背
も
た
れ
付
き

の
ベ
ン
チ
が
新
し
く
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
香
川
の
町
を

明
る
く
し
よ
う
と
、
暗
い
箇
所
に
は
順

番
に
設
置
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
の
で
、
香
川
は
よ
り
明
る
い
安
全

な
町
に
な
っ
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
第
二
町
内
会
は
夜
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
ば
か
り
で
な
く
、
昼
間
の
清

掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

23
年
度
も
新
組
長
さ
ん
と
共
に
協
力

し
て
新
年
度
の
行
事
に
向
け
て
、
活
動

を
活
発
に
、
仲
良
く
取
り
組
ん
で
参
り

た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沓
澤
）

第
二
町
内
会

　

先
ず
自
治
会
員
の
皆
様
に
お
話
申
し

上
げ
た
い
事
が
３
点
ご
ざ
い
ま
す
。

　

１
つ
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

を
ふ
る
っ
て
い
る
事
。

　

２
つ
目
は
、
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て

い
る
事
。

　

３
つ
目
は
、
振
り
込
め
詐
欺
が
多
発

し
て
い
る
事
で
す
。

　

１
・
２
は
関
連
し
て
お
り
、
先
ず
身

体
を
冷
さ
な
い
事
で
す
。
各
部
屋
の
温

度
差
を
な
く
し
、
特
に
浴
室
と
ト
イ
レ

は
十
二
分
に
暖
か
く
し
て
か
ら
入
る
よ

う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

３
つ
目
の
振
り
込
め
詐
欺
は
、
少
し

で
も
変
な
電
話
だ
な
と
思
っ
た
ら
、
一

言
「
折
り
返
し
電
話
す
る
か
ら
電
話
番

号
を
教
え
て
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
と
一
人
で
判
断
は
し
な
い
で
第
三
者

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
第
四
町
内
会
で
は
、
毎
月
第
４

木
曜
日
７
時
よ
り
夜
間
パ
ト
ロ
ｌ
ル
の

実
施
、
な
ら
び
に
３
カ
月
に
１
回
、
第

３
土
曜
日
の
午
前
10
時
よ
り
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

２
つ
の
行
事
は
、
約
１
時
間
の
作
業
で

雨
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

　

次
年
度
よ
り
新
し
い
部
会
と
し
て
防

犯
部
会
、
体
育
部
会
が
発
足
し
ま
す
。

　

ま
た
、
部
会
の
な
か
に
は
統
廃
合
す

る
部
会
も
あ
り
ま
す
が
、
第
四
町
内
会

は
役
員
は
も
と
よ
り
、
組
長
さ
ん
を
中

心
に
運
営
協
力
す
る
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。

　

香
川
に
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
え

る
街
を
み
ん
な
で

作
り
ま
し
ょ
う
。

　
（
総
務　

椎
野
）

　

春
の
訪
れ
と
共
に
、
自
治
会
の
新
し

い
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
２
月
12
日
、
22
年
度
最
後
の
美
化
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
小
雨
模
様
の
中
、
子

ど
も
さ
ん
を
交
え
た
多
く
の
参
加
者
に

よ
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
今
ま
で
に
な
く
ゴ
ミ
の
量
が

少
な
く
、
関
係
者
の
努
力
の
賜
物
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

◎
２
月
13
日
、
町
内
役
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

４
月
、
新
年
度
か
ら
自
治
会
の
部
会

再
編
に
伴
う
対
応
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

大
方
は
名
称
変
更
が
主
体
で
す
が
「
防

災
部
会
」
に
つ
い
て
は
新
設
で
す
。

　

町
内
会
で
２
名
選
出
要
請
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
方

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
事
な
部
会
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
２
月
26
日
、
新
組
長
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

通
常
議
案
の
他
、
４
月
か
ら
の
新
し

い
「
資
源
ゴ
ミ
（
ビ
ン
、
カ
ン
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
）」
の
収
集
方
法
に
つ
い
て
、

担
当
者
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
周

知
徹
底
し
、
混
乱
の
起
き
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

更
に
23
年
度
の
代
議
員
の
選
出
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

◎
新
年
度
へ
の
移
行
に
伴
い
、
新
旧
組

長
さ
ん
の
引
き
継
ぎ
を
確
実
に
行
う
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

回
覧
物
等
々
、
４
月
１
日
か
ら
の
配

布
物
は
、
新
組
長
さ
ん
の
所
に
届
け
ら

れ
ま
す
。「
組
長
札
」
は
わ
か
り
や
す

い
と
こ
ろ
に
掲
示
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。　
（
山
田
）
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香
川
自
治
会

　

定
例
役
員
会
議
題

●
2
月
定
例
役
員
会

報
告
・
連
絡
事
項

①
各
町
内
会
、
各
部
会

　

１
、２
月
度
活
動
計
画
及
び
連
絡
事
項

②
２
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
長
）

③
「
賀
詞
交
歓
会
」
報
告
（
総
務
部
会
長
）

④「
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
」常
備
の
防
寒
コ
ー

ト
等
の
貸
与
に
つ
い
て
（
自
治
会
長
）

⑤
会
館
（
本
館
）
空
調
機
取
付
報
告

　
　
　
　
　
　
（
会
館
管
理
部
会
長
）

⑥
そ
の
他

検
討
事
項

①
「
に
こ
に
こ
サ
ー
ク
ル
」
か
ら
の
助

成
要
請
に
つ
い
て　
　
（
自
治
会
長
）

②
新
設
部
会
の
発
足
準
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
会
長
）

③
平
成
22
、
23
年
度
の
「
総
代
会
」
開

催
日
に
つ
い
て　
　
（
総
務
部
会
長
）

　

香
川
自
治
会
と
し
て
、
資
源
回
収
地

域
補
助
金
（
７
月
～
12
月
分
）
の
申
請

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
年
間
で
約
130
万
円
弱
の

補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
皆
様
に
は
今
後
と
も
資
源
物
の
分

別
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
よ
り

リ
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
、
広
く
き
れ
い
に

な
っ
た
自
治
会
館
第
一
会
議
室
に
お
い

て
、
恒
例
の
賀
詞
交
歓
会
が
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

卯
年
の
今
年
は
、
服
部
茅
ケ
崎
市
長

を
は
じ
め
と
し
た
招
待
者
を
含
め
97
名

と
い
う
昨
年
よ
り
大
幅
な
参
加
者
の
出

席
を
い
た
だ
き
、
新
た
に
始
ま
る
自
治

会
組
織
の
改
編
や
新
設
を
予
定
し
て
い

る
部
会
な
ど
期
待
と
希
望
に
満
ち
た
新

年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
会
長
の
司
会
進
行
に
よ
り
、

自
治
会
長
の
挨
拶
、
第
二
町
内
会
長
に

よ
る
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
歓
談
が
始
ま

り
ま
し
た
。
途
中
、
遅
れ
て
こ
ら
れ
た

茅
ヶ
崎
市
長
の
ご
挨
拶
も
頂
き
、
最
後

に
第
一
町
内
会
長
に
よ
る
一
本
締
め
に

よ
り
、
今
年
の
賀
詞
交
歓
会
は
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

香
川
自
治
会

期　間

1～ 6月
7～ 12月
　　　計

264.586
261.125
525.711

622,845
652,812

1,275,657

収集量 (kg) 補助金 ( 円 )

（補助金の算出基準は、１kg あた
り２．５円となっています。）

2010 年 1月～ 2010 年 12 月
資源物回収実績 資

源
回
収
地
域
補
助
金

賀詞交歓会の参加者

中締めの挨拶！

詐
欺
に

注
意

資
源
ゴ
ミ
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昨
年
の
自
治
会
館
一
階
及
び
外
装
の

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
後
、
空
調
機
の
不

調
が
重
な
り
、
冬
の
激
し
い
寒
さ
の

中
、
暖
房
無
し
で
会
議
室
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
等
、
大
変
不
便
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
今
般
暫
定
と
し
て
、
予
備

の
エ
ア
コ
ン
を
一
階
と
二
階
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
旧
来
の
エ
ア
コ
ン
が

不
調
に
な
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
予
備
の

エ
ア
コ
ン
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
は
、
昨
年
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
続
い
て
、
二
階
の
和
室
お
よ
び
会

議
室
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
予
定
で
す

が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
残
り
の
エ
ア
コ

ン
も
取
り
替
え
る
予
定
で
す
。

　

１
月
22
日
・
土
曜
日
、
鶴
が
台
中

学
校
の
美
化
活
動
に
、
香
川
自
治
会
か

ら
も
９
名
が
参
加
し
、
中
学
校
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
の
部
員
と
一
緒
に
２
コ
ー
ス

に
別
れ
て
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
帰
校

後
に
は
中
学
生
達
と
豚
汁
を
食
し
、
ふ

れ
あ
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
、
市
の
公
園
緑
地
課
に
た

い
し
、
そ
れ
ま
で
に
要
望
し
た
項
目
に

つ
い
て
進
捗
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

①
ゆ
う
ゆ
う
公
園
の
ベ
ン
チ
を
背
も
た

れ
付
き
の
ベ
ン
チ
タ
イ
プ
に
取
り
替
え

る
件
は
、
市
の
予
算
の
面
か
ら
今
年
度

は
１
台
の
新
設
と
な
り
ま
し
た
。

②
香
川
南
公
園
の
ス
プ
リ
ン
グ
遊
具
は

今
年
度
中
に
新
し
く
な
り
ま
す
。

N
EW
S

　

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
で
は
、
香
川
駅

周
辺
及
び
ま
ち
づ
く
り
先
進
地
区
（
寒

川
駅
北
口
、
長
後
駅
東
口
、
高
座
渋
谷

駅
周
辺
）
を
視
察
し
、
駅
周
辺
の
整
備

に
向
け
、
具
体
的
な
課
題
を
地
図
上
に

書
き
込
む
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

視
察
し
た
先
進
地
区
の
整
備
期
間
は

15
年
か
ら
20
年
と
長
く
、
香
川
駅
周
辺

を
全
面
的
に
整
備
す
る
に
は
、
さ
ら
に

長
期
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
な
る
べ
く
早
く
実
現
可
能

な
整
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
香

川
駅
の
西
側
と
東
側
の
エ
リ
ア
に
分
け

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
中
で
、
主

な
課
題
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

西
側
に
は
、
駅
前
通
り
の
歩
行
者
・

自
転
車
通
行
者
の
安
全
や
駅
前
広
場
の

快
適
な
空
間
づ
く
り
、
商
業
活
性
化
な

第　回4
香
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

１
月　

日
・
開
催

地
域
の
課
題
図
作
成

23

寿
ク
ラ
ブ　

賑
や
か
に
合
同
新
年
会
を
開
催

　

去
る
１
月
27
日
（
木
）
香
川
自
治
会

館
で
、
恒
例
の
香
川
第
一
・
三
・
四
寿
ク

ラ
ブ
の
合
同
新
年
懇
親
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
男
女
合
わ
せ
て
74
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
会
場
は
一
杯
と
な
る
大

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
美
味
し
い
お
弁

当
や
飲
み
物
、
紅
白
の
お
饅
頭
な
ど
を

頂
き
な
が
ら
、
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
に

親
睦
が
一
層
深
ま
る
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

余
興
に
は
、
日
本
舞
踊
や
自
慢
の
カ

ラ
オ
ケ
の
披
露
な
ど
が
あ
り
、
和
や
か

な
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

（
香
川
第
四
寿
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

会
長　

中
村　

五
初
男
）

１
月
27
日
、
香
川
自
治
会
館
に
て

③
香
川
南
公
園
南
側
へ
の
公
園
灯
設
置

は
、
今
年
度
中
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

香
川
駅
ホ
ー
ム
の
屋
根
延
長
工
事
に

伴
い
、
そ
れ
ま
で
環
境
部
会
が
管
理
を

し
て
い
た
駅
前
花
壇
は
、
歩
行
者
の
通

行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
環
境
整
備
部
員
が
昨
年
の

12
月
に
、
花
壇
へ
植
え
付
け
を
行
っ
た

葉
ぼ
た
ん
の
一
部
を
、
香
川
自
治
会
館

の
入
り
口
の
右
側
に
移
植
し
ま
し
た
。

人
に
優
し
い
駅
に
な
り
ま
す

　

今
年
の
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
香
川
駅

ホ
ー
ム
屋
根
の
延
長
工
事
と
共
に
、
駅

南
側
の
段
差
を
解
消
し
、
車
い
す
で
の

通
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
工
事
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駐
輪
場
の
新
設
も
始
ま
り
、

駅
へ
の
歩
行
者
用
の
通
路
拡
幅
工
事
も

予
定
さ
れ
、
駅
周
辺
で
の
歩
行
者
の
安

全
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

恒
例
と
な
り
ま
し
た
地
引
網
大
会
を

今
年
も
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
に
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

楽
し
い
催
し
物
を
た
く
さ
ん
用
意
し

て
、
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘

い
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

開
催
概
要

●
日
時　

平
成
23
年
５
月
５
日
（
木
）

●
場
所　

茅
ヶ
崎
西
浜
漁
港
平
塚
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
エ
門
丸

・
荒
天
の
時
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
回
覧
等
で

ご
案
内
し
ま
す
。

体
育
部
会
（
旧
ふ
れ
あ
い
部
会
）

ど
も
併
せ
、
面
的
に
整
備
す
る
こ
と
。

　

東
側
に
は
、
香
川
小
学
校
通
り
に
歩

行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路

を
拡
幅
し
歩
道
を
確
保
す
る
こ
と
、
駐

輪
場
を
設
置
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
伴
い
、
鉄

道
事
業
者
に
対
し
て
は
、
踏
切
の
拡
幅

な
ど
を
求
め
て
い
く
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
（
香
川
自
治
会　

東
委
員　

記
）

　

１
月
30
日
の
午
後
と
夜
の
２
回
、
家

庭
用
都
市
ガ
ス
の
敷
設
計
画
に
つ
い
て

業
者
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
昼
・
夜
合
計
で
約
80
名
の

住
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
熱
心
に
聞

き
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
香
川
小
学
校
通
り
か
ら
玄

珊
寺
へ
向
か
う
通
り
周
辺
で
の
敷
設
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

香
川
地
区
・
都
市
ガ
ス
敷
設

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
展
開さて我が家はどうしたものか？

　

前
号
の
広
報
か
が
わ
で
お
知
ら
せ

の
よ
う
に
、
自
治
会
費
は
600
円
上
が
り
、

年
額
３
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
会
費

の
集
金
は
次
の
よ
う
な
日
程
で
行
い
ま

す
の
で
組
長
さ
ん
及
び
地
区
会
計
の
皆

さ
ん
に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
会
員
へ
の
回
覧　

23
年
４
月
１
日

・
集
金
日　

４
月
17
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

４
月
23
日
（
土
）

・
組
長
さ
ん
か
ら
地
区
会
計
へ

　
　
　
　
　

４
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時

・
地
区
会
計
持
参
日　

４
月
25
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時

平
成
23
年
度

自
治
会
費
の
集
金

第
18
回
地
引
網
大
会

会計部会

まちづくり検討会の会議風景

賑やかな懇親会風景

スロープ工事の模様

屋根延長・長年の要望を実現！

自治会館入口に移植しました



広　報 か　が　わ

降
祭
の
協
賛
と
し
て
、
茅
ケ
崎
駅
北
ロ

前
で
の
演
奏
。
８
月
ふ
れ
あ
い
祭
り
。

10
月
茅
ケ
崎
文
化
会
館
で
の
茅
ケ
崎

お
囃
子
ま
つ
り
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
練
習
は
４
月
よ
り
週
に
１
回
神
社

で
行
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
大
人
４
名
で
の
活
動
で
し

た
が
、
太
鼓
の
音
に
魅
せ
ら
れ
た
中
学

生
が
参
加
し
、
後
日
そ
の
兄
弟
が
集
ま

り
、
子
供
た
ち
が
主
役
の
祭
囃
子
の
形

が
で
き
ま
し
た
。

　

演
奏
曲
目
も
、
新
囃
子
と
い
わ
れ
る

太
鼓
の
叩
き
方
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
上
赤
羽
根
太
鼓
保
存
会
の
ご
協

力
と
ご
指
導
に
よ
り
昇
殿
、
鎌
倉
と
演

目
も
増
え
、
そ
し
て
待
望
の
笛
も
加
わ

り
、
賑
や
か
な
祭
囃
子
を
演
奏
披
露
す

る
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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硲　

百
合
子

探
梅
の
山
巡
り
来
し
身
の
ほ
て
り

冬
う
ら
ら
仔
豚
の
大
き
鼻
の
穴

　

遊
び
心
の
思
い
切
っ
た
一
句
。
仔
豚

が
何
匹
か
大
き
な
鼻
を
突
き
出
し
て
寄

っ
て
来
る
。
鼻
の
穴
が
面
白
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

浜
風
や
箱
根
駅
伝
見
て
帰
る

初
鴉
松
に
囲
ま
れ
美
術
館

　

良
く
延
び
た
浜
松
に
囲
ま
れ
た
美
術

館
。
そ
れ
は
又
浜
鴉
の
憩
い
の
場
で
も

あ
る
。
初
鴉
の
淑
気
が
良
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

幸
香

よ
き
年
と
祈
り
て
記
す
初
日
記

母
逝
き
て
無
用
の
炬
燵
捨
て
き
れ
ず

　

生
前
母
の
愛
用
し
て
い
た
炬
燵
。
今

は
使
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
捨
て
き
れ

ず
に
い
る
。
優
し
い
心
の
一
句
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山　

淳
子

悴
む
手
に
追
悼
の
灯
や
地な

　
ゐ震

の
街

拆き

の
音
に
座
席
静
ま
る
初
芝
居

　

実
に
初
芝
居
の
雰
囲
気
の
出
て
い
る

一
句
。
開
幕
を
待
つ
客
席
が
騒
め
い
て

い
た
の
が
、
開
幕
の
拆
の
音
で
一
気
に

静
ま
る
。
清
新
な
一
句
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

駄
菓
子
屋
に
初
荷
小
さ
く
着
き
に
け
り

座
り
ぐ
せ
残
る
座
布
団
掘
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

五
姉
妹
の
一
人
揃
わ
ぬ
小
正
月

買
初
は
京
の
銘
菓
と
な
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花　

富
士
子

初
景
色
雲
一
つ
な
き
今
朝
の
富
士

長
谷
寺
の
蝋
梅
に
酔
う
福
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

人じ
ん
じ
つ日
や
老
い
て
も
五
感
動
き
出
す

筆
談
の
見
舞
に
ぎ
や
か
日
脚
伸
ぶ

　
　

選
者
吟

産
土
の
公い

ち
ょ
う

孫
樹
の
根
方
松
納
め

連
絡
先　

長
島
久
江
℡
(57)
６
５
２
５

訃
報
（
平
成
23
年
2
月
20
日
現
在
）

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
崎　

初
枝
様　
　

82
才　

１
月
16
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

　　

14
組

宇
藤　

昭
一
様　
　

81
才　

１
月
16
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

19
・
２
組

久
米　

三
郎
様　
　

78
才　

１
月
19
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

　　

16
組

沼
上　
　

浩
様　
　

64
才　

１
月
26
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

24
・
１
組

伊
東　

信
子
様　
　

85
才　

１
月
24
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

18
組

山
本　

純
一
郎
様　

72
才　

１
月
13
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

　　

47
組

　

私
は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
香
川
の
時

か
ら
長
い
間
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

私
の
住
む
家
は
、
道
路
に
面
し
て
い

る
た
め
、
犬
の
散
歩
を
す
る
人
達
が
家

先
で
糞
尿
を
さ
せ
る
の
で
す
。

　

以
前
は
１
日
数
回
で
気
に
な
ら
な
い

程
度
で
し
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
で
飼

い
主
が
増
え
、
糞
害
も
ひ
ど
く
な
り
、

市
が
配
付
の
「
糞
害
の
防
止
立
て
札
」

を
掲
示
し
ま
し
た
が
、
飼
い
主
は
平
気

で
無
視
し
、
糞
尿
を
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

拙
宅
で
糞
尿
を
さ
せ
て
い
る
飼
い
主

の
多
く
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
で
洗

い
流
せ
ば
良
い
と
誤
解
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
自
分
の
玄
関
や
門
塀
で
、
他

人
の
犬
に
沢
山
の
糞
尿
を
さ
れ
た
ら
嫌

だ
と
感
じ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

飼
い
主
の
常
識
の
な
さ
を
感
じ
る
次

第
で
す
が
、
最
近
の
記
事
な
ど
を
見
る

と
飼
い
主
へ
の
注
意
で
逆
ギ
レ
や
、
言

い
争
い
に
な
る
事
な
ど
を
考
え
る
と
、

怖
く
て
何
も
い
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
に
、
良

く
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
事
で
す
。

糞
尿
害
で
困
っ
て
い
る
香
川
の
住
人
よ
り

思
い
出

第
一
回
町
内
対
抗
ペ
タ
ン
ク
大
会

２
月
６
日
、
体
振
主
催
で
香
川
小
学
校
に
て
開
催

　

ぼ
く
は
今
年
、
小
学
校
を
卒
業
し
ま

す
。
ぼ
く
が
６
年
間
で
思
い
出
に
残
っ

た
こ
と
は
、
５
年
生
の
キ
ャ
ン
プ
と
６

年
生
の
修
学
旅
行
で
す
。

　

泊
ま
り
で
、
い
つ
も
は
し
ゃ
べ
ら
な

い
友
達
と
話
せ
た
り
し
て
、
と
て
も
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
の
行
事
で
は
、
色
々

な
事
を
や
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
３
年
生
か
ら
香
川
グ

リ
ー
ン
ス
タ
ー
ズ
に
入
団
し
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
の
高
南
駅
伝
で
は
、
小
学
生
の

部
・
香
川
Ａ
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
応
援

し
て
く
れ
た
香
川
の
地
域
の
方
が
力
に

な
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
、
地
域
の

方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
４
月
か
ら
、
中
学
生
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
共

に
、
６
年
間
通
っ
た
通
学
路
と
も
お
別

れ
で
す
。

　

１
年
生
か
ら
毎
日
通
っ
た
通
学
路
、

最
初
は
と
て
も
遠
く
感
じ
ま
し
た
が
、

今
は
あ
っ
と
い
う
間

で
す
。

　

中
学
生
に
な
っ

た
ら
、
小
学
生
の

時
と
は
違
う
事
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。
勉
強
に
、部
活
動
、

先
ぱ
い
や
後
は
い
な
ど
様
々
な
事
が
待

ち
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
新
し

い
一
歩
を
ふ
み
だ
し
て
、
自
分
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
６
年
間
を
支
え
て
く
れ
た
先
生

方
や
、
地
域
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

狩
野　

宝
輝

山
川　

奈
々

　

２
月
３
日
、
温
か
な
日
和

の
中
、
午
後
２
時
か
ら
諏
訪

神
社
に
お
い
て
節
分
祭
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
３
時
か
ら
香
川
商
興
会

の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
楽
し
み
の
豆
ま
き

が
行
わ
れ
、
お
菓
子
を
も
ら
お
う
と
す

る
沢
山
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こっちにも投げてー！

元気よく、そして真剣に！

小
学
生
か
ら
中
学
生
へ

　

ペ
タ
ン
ク
は
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
球

技
で
す
。
地
面
に
描
い
た
サ
ー
ク
ル
を

基
点
と
し
て
、木
製
の
目
標
球（
ビ
ュ
ッ

ト
）
に
金
属
球
（
ブ
ー
ル
）
を
投
げ
合
っ

て
、
相
手
よ
り
近
づ
け
る
こ
と
で
得
点

を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ま
ず
ビ
ュ
ッ

ト
を
６
～
10
ｍ
内
に
投
げ
、
そ
の
目
標

に
め
が
け
て
金
属
球
（
約
８
㎝
、650
ｇ
）

を
投
げ
ま
す
。
各
チ
ー
ム
６
球
を
投
げ

一
番
ビ
ュ
ッ
ト
に
近
い
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
が
勝
ち
で
す
。
各
町
内
毎
に
１
チ
ー

ム
３
名
の
２
チ
ー
ム
編
成
の
リ
ー
グ
戦

で
、
１
試
合
11
点
先
取
、
２
チ
ー
ム
の

み
ん
な
の
声
・
卒
業
生
特
集

　

本
会
は
、
香
川
諏
訪
神
社
の
宵
宮

祭
、
例
大
祭
に
お
い
て
祭
囃
子
を
演
奏

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
継
承

し
て
い
く
事
を
目
的
と
し
た
会
で
す
。

１
．
諏
訪
神
社
の
祭
典
へ
の
奉
仕
。

２
．
香
川
地
区
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
す
る
事
。

３
．
そ
の
他
、
目
的
に
必
要
な
事
業
に

参
加
す
る
事
。

　

こ
の
趣
旨
を
理
解
、
賛
同
す
る
人
達

の
集
ま
り
で
、
小
学
生
以
上
の
人
な
ら

誰
で
も
入
会
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

退
会
は
基
本
的
に
は
無
く
、
祭
囃
子

を
演
奏
で
き
る
人
は
、
い
つ
で
も
参
加

で
き
ま
す
が
、
趣
旨
に
反
す
る
事
、
会

員
相
互
の
和
を
著
し
く
乱
す
事
を
し
た

人
に
は
、
厳
し
く
対
処
い
た
し
ま
す
。

　

活
動
状
況
は
６
月
例
大
祭
。
７
月
浜

　

現
在
、
活
動
人
数
が
少
な
く
子
供
の

入
会
を
望
ん
で
い
ま
す
。
会
費
は
、
無

料
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
練
習
の

見
学
に
来
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
練
習
時
、
太
鼓
の
音
で
御
近

所
に
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
子

供
達
が
一
生
懸
命
に
練
習
し
て
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

得
失
点
差
で

勝
敗
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

どのボールが近い？

第
三
町
内
会

第
二
町
内
会

第
四
町
内
会

甘
沼
自
治
会

松
風
台
自
治
会

第
一
町
内
会

み
ず
き
自
治
会

優　

勝

準
優
勝

三　

位

四　

位

五　

位

六　

位

七　

位

対 戦 成 績

代
表　

新
倉　

豊


